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６６．．教教育育職職員員免免許許状状（（専専修修免免許許状状））のの取取得得方方法法

（１）本研究科において取得可能な専修免許状の種類

本研究科博士前期課程の学生で教育職員免許法及び同法施行規則により定められた単位を修得

した者は、申請により以下の表の免許状を取得することができます。

教育職員免許状の種類 免許教科

中学校教諭専修免許状 数学、理科

高等学校教諭専修免許状 数学、理科、農業

（２）基礎資格及び最低修得単位数

専修免許状の取得には、以下の表の基礎資格として修士の学位を有し、かつ、本研究科において

教育職員免許法に定められた単位数の修得が必要です。

教育職員免許状の種類 基礎資格
本研究科における最低修得単位数

教科及び教職に関する科目

中学校教諭専修免許状 修士の学位 ２４単位

高等学校教諭専修免許状 修士の学位 ２４単位

（注）１ 専修免許状を取得するためには、その免許教科の一種免許状を取得又は取得のための所要

資格を有していることが必要です。

２ 中学校教諭一種免許又は高等学校教諭一種免許を２教科以上取得している者が、大学院に

おいて該当する免許教科に関する必要単位をそれぞれ修得した場合は、それぞれの専修免許

状を取得することができます。

３ 教科及び教職に関する科目は、次ページ以降の「（３）各免許状に対応する開設授業科目」

です。
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（３）各免許状に対応する開設授業科目

数学 理科 数学 理科 農業 数学 理科 数学 理科 農業

探究型教育実践実習 ○ ○ ○ ○ ○ 応用数理力学系 ○ ○
可換環論特論 ○ ○ 応用計算代数 ○ ○
カテゴリーと表現 ○ ○ 差分方程式と数理モデル ○ ○
ホモロジー代数学特論 ○ ○ データと構造 ○ ○
数論特論 ○ ○ 並列計算入門 ○ ○
多様体特論 ○ ○ 逆解析とデータ同化 ○ ○
ホモトピー論特論 ○ ○ シミュレーション統計学 ○ ○
微分位相幾何学特論 ○ ○ 統計データ解析学概論 ○ ○
位相幾何学 ○ ○ 計算機利用データ分析 ○ ○
偏微分方程式特論 ○ ○ 地理空間解析学 ○ ○
実解析学特論 ○ ○ 数理データ活用学演習Ａ ○ ○
関数解析学特論 ○ ○ 数理データ活用学演習Ｂ ○ ○
応用解析学特論 ○ ○ 応用数理学演習Ａ ○ ○
可換環論特別演習１ ○ ○ 応用数理学演習Ｂ ○ ○
可換環論特別演習２ ○ ○ 数理モデル解析学演習Ａ ○ ○
可換環論特別演習３ ○ ○ 数理モデル解析学演習Ｂ ○ ○
可換環論特別演習４ ○ ○ 現象数値解析学演習Ａ ○ ○
表現論特別演習１ ○ ○ 現象数値解析学演習Ｂ ○ ○
表現論特別演習２ ○ ○ 統計データ解析学演習Ａ ○ ○
表現論特別演習３ ○ ○ 統計データ解析学演習Ｂ ○ ○
表現論特別演習４ ○ ○ 計算機統計学演習 ○ ○
ホモロジー代数学特別演習１ ○ ○ 時空間統計学演習 ○ ○
ホモロジー代数学特別演習２ ○ ○
ホモロジー代数学特別演習３ ○ ○
ホモロジー代数学特別演習４ ○ ○
数論特別演習１ ○ ○
数論特別演習２ ○ ○
数論特別演習３ ○ ○
数論特別演習４ ○ ○
多様体特別演習１ ○ ○
多様体特別演習２ ○ ○
多様体特別演習３ ○ ○
多様体特別演習４ ○ ○
ホモトピー論特別演習１ ○ ○
ホモトピー論特別演習２ ○ ○
ホモトピー論特別演習３ ○ ○
ホモトピー論特別演習４ ○ ○
微分位相幾何学特別演習１ ○ ○
微分位相幾何学特別演習２ ○ ○
微分位相幾何学特別演習３ ○ ○
微分位相幾何学特別演習４ ○ ○
位相幾何学特別演習１ ○ ○
位相幾何学特別演習２ ○ ○
位相幾何学特別演習３ ○ ○
位相幾何学特別演習４ ○ ○
偏微分方程式特別演習１ ○ ○
偏微分方程式特別演習２ ○ ○
偏微分方程式特別演習３ ○ ○
偏微分方程式特別演習４ ○ ○
実解析学特別演習１ ○ ○
実解析学特別演習２ ○ ○
実解析学特別演習３ ○ ○
実解析学特別演習４ ○ ○
関数解析学特別演習１ ○ ○
関数解析学特別演習２ ○ ○
関数解析学特別演習３ ○ ○
関数解析学特別演習４ ○ ○
応用解析学特別演習１ ○ ○
応用解析学特別演習２ ○ ○
応用解析学特別演習３ ○ ○
応用解析学特別演習４ ○ ○
応用位相幾何学概論 ○ ○
機械学習の理論と応用 ○ ○
応用代数学特論 ○ ○
現象数理解析学 ○ ○
関数近似と周波数解析 ○ ○
偏微分方程式の数値解析 ○ ○
非線形現象の数値シミュレーション ○ ○
統計モデル理論 ○ ○
機械学習特論 ○ ○
多変量解析学概論 ○ ○
統計学・情報科学 ○ ○

授業科目名
単
位
数

専修免許状の種類

中学校 高等学校 授業科目名
単
位
数

専修免許状の種類

中学校 高等学校
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６６．．教教育育職職員員免免許許状状（（専専修修免免許許状状））のの取取得得方方法法

（１）本研究科において取得可能な専修免許状の種類

本研究科博士前期課程の学生で教育職員免許法及び同法施行規則により定められた単位を修得

した者は、申請により以下の表の免許状を取得することができます。

教育職員免許状の種類 免許教科

中学校教諭専修免許状 数学、理科

高等学校教諭専修免許状 数学、理科、農業

（２）基礎資格及び最低修得単位数

専修免許状の取得には、以下の表の基礎資格として修士の学位を有し、かつ、本研究科において

教育職員免許法に定められた単位数の修得が必要です。

教育職員免許状の種類 基礎資格
本研究科における最低修得単位数

教科及び教職に関する科目

中学校教諭専修免許状 修士の学位 ２４単位

高等学校教諭専修免許状 修士の学位 ２４単位

（注）１ 専修免許状を取得するためには、その免許教科の一種免許状を取得又は取得のための所要

資格を有していることが必要です。

２ 中学校教諭一種免許又は高等学校教諭一種免許を２教科以上取得している者が、大学院に

おいて該当する免許教科に関する必要単位をそれぞれ修得した場合は、それぞれの専修免許

状を取得することができます。

３ 教科及び教職に関する科目は、次ページ以降の「（３）各免許状に対応する開設授業科目」

です。
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数学 理科 数学 理科 農業 数学 理科 数学 理科 農業

素粒子・宇宙基礎論 ○ ○ 植物－ウイルス／細菌相互作用 ○ ○
量子光学基礎論 ○ ○ 植物遺伝学および生物ストレス学 ○ ○
宇宙物理学 ○ ○ 植物多様性遺伝学 ○ ○
物質科学基礎論Ⅰ ○ ○ 統合ゲノム育種学 ○ ○
物質科学基礎論Ⅱ ○ ○ 核酸動態科学 ○ ○
高エネルギー物理学 ○ ○ 蛋白質合成科学特論 ○ ○
表面界面物性学・光電子物性学 ○ ○ 生態遺伝学 ○ ○
超伝導物理学・構造物性物理学 ○ ○ 生体高分子構造学 ○ ○
極限物性物理学 ○ ○ タンパク質結晶学 ○ ○
量子物質物性学 ○ ○ タンパク質科学 ○ ○
凝縮系理論 ○ ○ 植物発生機構学 ○ ○
物理科学特別講義Ⅰ ○ ○ 植物細胞発生学 ○ ○
物理科学特別講義Ⅱ ○ ○ 動物進化生物学 ○ ○
物理科学特別講義Ⅲ ○ ○ 神経遺伝学 ○ ○
物理科学特別講義Ⅳ ○ ○ 海洋生物学特論 ○ ○
物理科学特別講義Ⅴ ○ ○ 生体制御学 ○ ○
物理科学演習 ○ ○ 神経行動学 ○ ○
構造物性物理学演習 ○ ○ 海洋動物系統学特論 ○ ○
量子構造物性学演習 ○ ○ 比較内分泌学 ○ ○
量子物質物理学演習 ○ ○ 器官構築学 ○ ○
機能電子物理学演習 ○ ○ 行動遺伝学 ○ ○
極限物性物理学演習 ○ ○ 進化遺伝学 ○ ○
低温物性物理学演習 ○ ○ 神経システム科学 ○ ○
量子物性物理学演習 ○ ○ 臨海実習 ○ ○
界面電子物理学演習 ○ ○ 水産ゲノム実習 ○ ○
量子多体物理学演習 ○ ○ 臨海先端実習 ○ ○
宇宙物理学演習 ○ ○ 遺伝子発現制御学演習１ ○ ○
素粒子物理学演習 ○ ○ 遺伝子発現制御学演習２ ○ ○
量子宇宙基礎物理学演習 ○ ○ リボソーム機能科学演習１ ○ ○
放射光科学実習 ○ ○ リボソーム機能科学演習２ ○ ○
先端基礎科学プログラミング実習 ○ ○ 行動代謝遺伝学演習１ ○ ○
赤外分光化学 ○ ○ 行動代謝遺伝学演習２ ○ ○
統計熱力学 ○ ○ 進化生態学演習１ ○ ○
理論計算化学特論 ○ ○ 進化生態学演習２ ○ ○
複雑系化学 ○ ○ Ｘ線及びクライオ電子顕微鏡構造生物学演習１ ○ ○
反応有機化学特論 ○ ○ Ｘ線及びクライオ電子顕微鏡構造生物学演習２ ○ ○
有機化学特論 ○ ○ 神経システム科学演習１ ○ ○
合成化学特論 ○ ○ 神経システム科学演習２ ○ ○
有機金属触媒化学 ○ ○ 昆虫時計学演習１ ○ ○
有機材料化学特論 ○ ○ 昆虫時計学演習２ ○ ○
有機合成化学特論 ○ ○ 統合ＢＯ生物学演習１ ○ ○
表面物理化学特論 ○ ○ 統合ＢＯ生物学演習２ ○ ○
無機化学反応論 ○ ○ 分子内分泌学演習１ ○ ○
物性錯体化学 ○ ○ 分子内分泌学演習２ ○ ○
分析化学特論 ○ ○ 植物発生機構学演習１ ○ ○
レーザー化学特論 ○ ○ 植物発生機構学演習２ ○ ○
ナノ化学特論 ○ ○ 動物再生機構学演習１ ○ ○
量子物性化学 ○ ○ 動物再生機構学演習２ ○ ○
分子科学演習（反応有機化学） ○ ○ 惑星内部物質学 ○ ○
分子科学演習（分析化学） ○ ○ 地殻物質反応論 ○ ○
分子科学演習（界面化学） ○ ○ マントル岩石学 ○ ○
分子科学演習（理論物理化学） ○ ○ 情報地質学特論 ○ ○
分子科学演習（表面物理化学） ○ ○ 応用地震学 ○ ○
分子科学演習（理論計算化学） ○ ○ 地震災害論 ○ ○
分子科学演習（機能有機化学） ○ ○ 海洋環境学特論 ○ ○
分子科学演習（無機化学） ○ ○ 宇宙地球化学 ○ ○
分子科学演習（ナノ化学） ○ ○ 海洋化学特論 ○ ○
分子科学演習（有機化学） ○ ○ 気候変動論 ○ ○
分子科学演習（錯体化学） ○ ○ 気候システム論 ○ ○
分子科学演習（分光化学） ○ ○ 惑星形成進化論 ○ ○
分子科学演習（理論化学） ○ ○ 岩石学演習１ ○ ○
天然物有機化学 ○ ○ 岩石学演習２ ○ ○
生体物質化学 ○ ○ 地震学演習１ ○ ○
有用酵素遺伝子開発学 ○ ○ 地震学演習２ ○ ○
食品機能化学 ○ ○ 地球情報学演習１ ○ ○
微生物機能開発学 ○ ○ 地球情報学演習２ ○ ○
バイオ特許入門 ○ ○ 地球惑星内部物理学演習１ ○ ○
植物モデル遺伝育種学 ○ ○ 地球惑星内部物理学演習２ ○ ○
環境応答システム学 ○ ○ 地球化学演習１ ○ ○
植物細胞分子生化学 ○ ○ 地球化学演習２ ○ ○
植物ストレス学 ○ ○ 大気科学演習１ ○ ○
環境応答生理学 ○ ○ 大気科学演習２ ○ ○

授業科目名
単
位
数

専修免許状の種類

授業科目名
単
位
数

専修免許状の種類

中学校 高等学校 中学校 高等学校
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インターンシップ

関連科目

（演習・実験・実習）

木質構造設計学演習

鋼構造設計学演習Ａ

鋼構造設計学演習Ｂ

コンクリート構造設計学演習Ａ

コンクリート構造設計学演習Ｂ

地盤・地下水学演習Ａ

地盤・地下水学演習Ｂ

木質資源利用学演習

単位
単位

以下

インターンシップ

関連科目

（講義）

構造設計学

環境振動工学

複合構造設計学

複合構造材料学

地盤地下水工学

地盤力学

木質資源利用学

単位
単位

以下

計 単位 単位

専門領域：設備

科目区分 科目名 単位数
必要単位数

実務経験２年相当 実務経験１年相当

インターンシップ

科目

Ａ

Ｂ（設備）

建築設備プラクティスⅠＡ

建築設備プラクティスⅠＢ

建築設備プラクティスⅡＡ

建築設備プラクティスⅡＢ

単位
単位

以上

インターンシップ

関連科目

（演習・実験・実習）

建築設計学演習

建築計画学演習

都市・建築環境学演習

水質衛生学演習

単位
単位

以下

インターンシップ

関連科目

（講義）

建築設計論

建築と都市空間の計画

構造設計学

持続都市エネルギー学

水処理工学

単位
単位

以下

計 単位 単位

７７．．建建築築士士実実務務経経験験認認定定にに関関すするるイインンタターーンンシシッッププ又又ははイインンタターーンンシシッッププ関関連連科科目目

一級建築士の免許登録には実務経験が必要です。以下に示す科目を履修し必要単位数を満たすことで，建築士
法施行規則第 条の 第 項の建築に関する実務の経験として認められます。なお，一級建築士免許の登録申
請に当たっては，在学した大学院が発行する「大学院における実務経験に係る修得単位証明書」を申請書類に添
付して提出することが必要となります。

必要単位数

実務経験年数
インターンシップ
の単位数

インターンシップ関連科目の単位数 合計単位数

演習・実験・実習 講義

年 単位以上 単位 単位 単位以上

年 単位以上 単位以下 単位以下 単位以上

専門領域：意匠

科目区分 科目名 単位数
必要単位数

実務経験２年相当 実務経験１年相当

インターンシップ

科目

Ａ

Ｂ（意匠）

建築意匠・計画プラクティスⅠＡ

建築意匠・計画プラクティスⅠＢ

建築意匠・計画プラクティスⅡＡ

建築意匠・計画プラクティスⅡＢ

単位
単位

以上

インターンシップ

関連科目

（演習・実験・実習）

建築設計学演習

建築計画学演習

都市・交通計画学演習Ａ

歴史・景観学演習

都市・交通計画学演習Ｂ

建築計画学演習Ｂ

単位
単位

以下

インターンシップ

関連科目

（講義）

建築設計論

建築と都市空間の計画

交通まちづくり学

都市環境マネジメント学

歴史環境分析学

居住環境論

単位
単位

以下

計 単位 単位

専門領域：構造

科目区分 科目名 単位数
必要単位数

実務経験２年相当 実務経験１年相当

インターンシップ

科目

Ａ

Ｂ（構造）

建築構造設計・施工プラクティスⅠＡ

建築構造設計・施工プラクティスⅠＢ

建築構造設計・施工プラクティスⅡＡ

建築構造設計・施工プラクティスⅡＢ

単位
単位

以上
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インターンシップ

関連科目

（演習・実験・実習）

木質構造設計学演習

鋼構造設計学演習Ａ

鋼構造設計学演習Ｂ

コンクリート構造設計学演習Ａ

コンクリート構造設計学演習Ｂ

地盤・地下水学演習Ａ

地盤・地下水学演習Ｂ

木質資源利用学演習

単位
単位

以下

インターンシップ

関連科目

（講義）

構造設計学

環境振動工学

複合構造設計学

複合構造材料学

地盤地下水工学

地盤力学

木質資源利用学

単位
単位

以下

計 単位 単位

専門領域：設備

科目区分 科目名 単位数
必要単位数

実務経験２年相当 実務経験１年相当

インターンシップ

科目

Ａ

Ｂ（設備）

建築設備プラクティスⅠＡ

建築設備プラクティスⅠＢ

建築設備プラクティスⅡＡ

建築設備プラクティスⅡＢ

単位
単位

以上

インターンシップ

関連科目

（演習・実験・実習）

建築設計学演習

建築計画学演習

都市・建築環境学演習

水質衛生学演習

単位
単位

以下

インターンシップ

関連科目

（講義）

建築設計論

建築と都市空間の計画

構造設計学

持続都市エネルギー学

水処理工学

単位
単位

以下

計 単位 単位

７７．．建建築築士士実実務務経経験験認認定定にに関関すするるイインンタターーンンシシッッププ又又ははイインンタターーンンシシッッププ関関連連科科目目

一級建築士の免許登録には実務経験が必要です。以下に示す科目を履修し必要単位数を満たすことで，建築士
法施行規則第 条の 第 項の建築に関する実務の経験として認められます。なお，一級建築士免許の登録申
請に当たっては，在学した大学院が発行する「大学院における実務経験に係る修得単位証明書」を申請書類に添
付して提出することが必要となります。

必要単位数

実務経験年数
インターンシップ
の単位数

インターンシップ関連科目の単位数 合計単位数

演習・実験・実習 講義

年 単位以上 単位 単位 単位以上

年 単位以上 単位以下 単位以下 単位以上

専門領域：意匠

科目区分 科目名 単位数
必要単位数

実務経験２年相当 実務経験１年相当

インターンシップ

科目

Ａ

Ｂ（意匠）

建築意匠・計画プラクティスⅠＡ

建築意匠・計画プラクティスⅠＢ

建築意匠・計画プラクティスⅡＡ

建築意匠・計画プラクティスⅡＢ

単位
単位

以上

インターンシップ

関連科目

（演習・実験・実習）

建築設計学演習

建築計画学演習

都市・交通計画学演習Ａ

歴史・景観学演習

都市・交通計画学演習Ｂ

建築計画学演習Ｂ

単位
単位

以下

インターンシップ

関連科目

（講義）

建築設計論

建築と都市空間の計画

交通まちづくり学

都市環境マネジメント学

歴史環境分析学

居住環境論

単位
単位

以下

計 単位 単位

専門領域：構造

科目区分 科目名 単位数
必要単位数

実務経験２年相当 実務経験１年相当

インターンシップ

科目

Ａ

Ｂ（構造）

建築構造設計・施工プラクティスⅠＡ

建築構造設計・施工プラクティスⅠＢ

建築構造設計・施工プラクティスⅡＡ

建築構造設計・施工プラクティスⅡＢ

単位
単位

以上
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